障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修　要綱　

講義のねらい
・虐待を生む背景を知ることで施設や事業所、地域での実践活動における問題点を理解する。
・虐待とは何かを理解することで、仕事をふりかえる視点を理解する。
・日常の仕事をふりかえることで、虐待につながるかかわりとは何かを理解する。

・サービス管理責任者として、実践上の課題や問題点を理解し、解決の方策を学ぶ。
講義内容とポイント（計６０分）
	講義内容
	ポイント
	使用するもの
	時間配分

	施設で働くこととは
	・施設や事業所、地域での仕事がどのようなものであるかをあげ、どのようなときに、どのような形で虐待が発生するのかを実際の事例等を交えた講義を聴講することで理解する。
・虐待を生む背景が理解できるように、事例の施設職員のおかれている状況を解説する。
・障害特性との関連を理解する。
・障害者福祉にかかわる専門職としての価値観や倫理観の確認をする。
	・ＰＰＴ
	２０分

	虐待あるいは不適切なかかわりとは
	・1日目の講義での内容を踏まえ、虐待とはどのような状況を指すのか、また、虐待を生む不適切な関わりとはなにかを示す。
	・１日目の講義資料参照
	5分


	サービス管理責任者の業務と虐待防止の視点とは
及び講義のまとめ

	･サービス管理責任者としての役割と虐待防止の視点の確認をおこなう。
・サービス管理責任者として、個別支援計画との関連、PDCAサイクルの活用、人材育成とのかかわりについて確認を行う。
･さらに日常の仕事の中で虐待や不適切なかかわりがある、あるいはおそれがあることを、認識する。
･次の演習につながるよう、全体の講義について確認を行う。
	・PPT
	２５分
１０分


講義で使用するもの
・資料集
講義にあたっての留意事項
・虐待者＝悪と短絡的な理解とならないように、虐待や不適切なかかわりの起こる背景を分析・考察できるよう、施設での具体的な実践事例を交えて講義を組み立てる。
・具体的な行動レベルでの変化が期待できるよう、虐待や不適切なかかわりについて自らの日頃の仕事を点検し、気づきが得られるようにする。
・サービス管理責任者の役割と虐待防止の視点を確認できるように、個別支援計画のあり方や支援技術の向上のための研修や人材育成のあり方についても理解できるようにする。
・「施設」という用語を使用している箇所があるが、研修の受講対象者は障害福祉サービス事業所の従事者である。入所施設に限定していないことにも留意して実施する。また、施設や事業所で従事する者が虐待を発見する場合もあることも講義の中で伝える。
参考文献
・NPO法人PandA-J「サービス事業所における虐待防止指針および身体拘束対応指針に関する検討」増刷版　NPO法人PandA-J 　2011年
・(社)日本社会福祉士会編「改訂　社会福祉士の倫理　倫理綱領実践ガイドブック」中央法規　 2009年
・NPO法人PandA-J権利擁護・成年後見プロジェクト「障害者虐待防止マニュアル」　NPO法人PandA-J 　2009年
障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修　要綱　

演習のねらい
・事例検討を通して、虐待あるいは不適切なかかわりを行う職員、同僚、利用者の気持ちや立場を理解し、共有化することで、日常の仕事の中にある「虐待の芽」を確認し、改善方法を考えることができる。
・虐待やそのおそれのあるかかわりを防ぐための職員としてのかかわりや、職員との連携のあり方を理解する。
・職員の支援技術の向上や個別支援計画の作成と実施などのプロセス管理など、日常の業務の点検をすることが虐待防止になることを理解する。
演習構成（計１５０分）
	演習構成
	時間
配分
	演習内容
	演習実施上のポイントや注意点
など
	使用するもの
(配布ﾀｲﾐﾝｸﾞ)

	演習の流れの説明
	10分
	・演習の流れの説明をする。
	
	・ＰＰＴ

	アイスブレイク
	10分

	・自己紹介ゲーム
	・演習の効果を高めるため、自己紹介ゲームなどで緊張をほぐす。
	

	グループでの自己紹介と役割の決定
	5分
	・グループでの自己紹介と役割（司会、記録、報告）を決める。
	・演習ファシリテーターは各グループの状況を確認
	・記録用紙

	事例の読み込み
	10分
	・事例の共有のための時間をとるために、演習講師から事例を読み上げ確認する。
	・事例の理解を促進するよう、丁寧に説明を行う。
	・ＰＰＴ
・事例
・個別支援計画（記入済み）

	アセスメントとニーズ把握

	30分

	・事例からニーズをみつけるために、情報の書き出しを行い、KJ法の要領でシマをつくり、アセスメントおよびニーズの把握を行う。
	・グループワークがスムーズに進むよう、ファシリテーターが状況を把握しつつ、必要に応じて介入する。
	・事例
・個別支援計画（記入済み）
・付箋紙

・模造紙

・マジック

・記録用紙

	休憩
	10分
	
	
	

	個別支援計画の見直しと計画の実施のためのサービス管理責任者としての管理
	45分

	・事例の個別支援計画の見直しを「アセスメントとニーズ把握」で行った作業から抽出されたニーズと照らし合わせ、再計画をつくる。
・再計画にあわせて、計画を実効性のあるものにするための環境改善や人員配置などを合わせて考える。


	・グループワークがスムーズに進むよう、ファシリテーターが状況を把握しつつ、必要に応じて介入する。
	・事例

・個別支援計画（記入済みと未記入の用紙）
・付箋紙

・模造紙

・マジック

・記録用紙

	グループからの報告

	20分

	・グループでふり返りをした点の共有化をはかる。

	・全体での共有化を図り、共通点・相違点に気づくことで、都道府県研修での実施のポイントがわかるように、各グループからの報告をまとめていく。
	

	講評とまとめ
	10分
	・全体の演習のまとめ

	
	・事例解説、全体解説
を配布


演習で使用するもの
・資料集
・事例

・個別支援計画（記入済みと未記入用紙）
・記録用紙
・事例解説
・付箋紙

・模造紙

・マジック
演習にあたっての留意事項
・事例の批判にならないよう、検討の視点「虐待防止のための個別支援計画の見直し」であることを明確に伝える。
・自分の属する施設や機関におけるよい支援あるいは悪い支援の話に終始しないよう、虐待防止の視点での検討を促していく。

・自分の属する施設や機関での仕事の見直しにつながるよう具体性のある演習となるように留意する。
参考文献
・NPO法人PandA-J「サービス事業所における虐待防止指針および身体拘束対応指針に関する検討」増刷版　NPO法人PandA-J 　2011年
・NPO法人PandA-J権利擁護・成年後見プロジェクト「障害者虐待防止マニュアル」　NPO法人PandA-J 　2009年
障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修　要綱　

講義のねらい
・虐待が発生予防のために、従事者としてまたサービス管理責任者としてどのようにかかわれば良いかや職場としてどのように取り組めば良いかを理解する。

・虐待を含む権利侵害の実態がわかり、解決に向けて対策を考えるための視点を理解する。
・虐待が発生した際の自らの役割や具体的な対応を学ぶ。
・虐待発生後の対応や、虐待を発生させないための職員や施設のあり方について学ぶ。
講義内容とポイント（計６０分）
	講義内容
	ポイント

	使用するもの
	時間配分

	事例検討の視点
	・｢障害者虐待防止と私たちの仕事｣で気づいた点について、事例検討でも不可欠な視点であることを確認する。
・具体的な事例検討の流れを理解する。

	・ＰＰＴ
	20分

	虐待対応の通報等のシステムの理解
	・虐待等の発生時について、どのような流れで対応するのか、職員としての役割は何かを理解する。
・虐待等の発生後の適切な機関やシステムにつなぐための手立てを理解する。
	
	20分

	虐待対応の施設内での体制や連携の重要性の理解

	・施設内での対応の仕方を例示する。
・自らの施設での虐待等への対応システムの有無の確認（現状の確認）。
・組織やシステムとしての対応の方策をしめすことで連携の重要性が理解できるようにする。
	
	20分


講義で使用するもの
・資料集
講義にあたっての留意事項
・傍観者であることは許されないことを、｢障害者虐待防止と私たちの仕事｣からの学びや気づきを含めて確認をする。

・障害者虐待防止法、その他の対応策について講義で確認する。
参考文献
・NPO法人PandA-J「サービス事業所における虐待防止指針および身体拘束対応指針に関する検討」増刷版　NPO法人PandA-J 　2011年
・NPO法人PandA-J権利擁護・成年後見プロジェクト「障害者虐待防止マニュアル」　NPO法人PandA-J 　2009年
科目名　障害者虐待防止と私たちの仕事（講義）





科目名　障害者虐待防止と私たちの仕事（演習）





科目名　障害者虐待への私たちの取り組み（講義）











